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第１回総務文教常任委員会会議録 

平成２８年１月２７日（水） 

    開 会   午前  ９時００分 

    閉 会   午前 １１時１３分 

 

 

○会議に付した事件 

１．町からの協議・報告事項について 

 ●総務課 

  ①組織機構再編について 

  ②子ども子育て基金について 

  ③交流活動施設管理等について 

  ④日本で最も美しい村連合の加盟申請について 

 ●生涯教育課 

  ①清里高等学校への出願状況について 

  ②光岳小学校及び緑町小学校の今後の在り方について 

  ③平成２７年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査の結果概要について 

  

２．次回委員会の開催について 

 

 

３．その他 

 

 

○出席委員（７名） 

    委員長  勝 又 武 司    副委員長  加 藤 健 次 

     委 員  村 島 健 二    委  員  池 下   昇 

       委 員  河 口   高    委  員  堀 川 哲 男 

委 員  伊 藤 忠 之    ※議 長  田 中   誠 

 

 

○欠席委員    なし 

     

 

 

○説明のため出席した者の職氏名 

 ■総務課長       澤本 正弘    ■総務課参与      本松 昭仁 

■総務Ｇ総括主査    宮津 貴司    ■企画財政Ｇ総括主査  泉井 健志 

■総務Ｇ主査      鈴木由美子 
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 ■生涯教育課長     伊藤 浩幸    ■社会教育主幹     原田 賢一  

 ■学校教育Ｇ総括主査  三浦  厚    ■学校教育Ｇ主査    新輪 誠一 

 

 

○職務のため出席した者の職氏名 

    事務局長  小 貫 信 宏 

    主  査  寺 岡 輝 美 

 

 

  ●開会の宣告 

 

○勝又委員長 

 第１１回総務文教常任委員会を開催させていただきます。今年１年間、よろしくお願いします。 

 

 

○勝又委員長 

 大きな１番、町からの協議報告事項について総務課４点ございます。①組織機構再編について。

よろしくお願いします。 

 

○総務課長 

 今回総務課より協議報告事項４件について各担当から御説明申し上げますので、ご審議の方を

よろしくお願いしたいと思います。 

 

○総務Ｇ総括主査 

 私のほうから１ページ目の組織機構の再編について説明を行います。平成２８年４月、２カ月

後に迫っているわけですが、そこからの新たな再編の施行を目指して組織の再編について説明を

させていただきます。 

組織の形態は現行、町長部局５課１室、１２グループでございます。新たな機構町長部局にお

いては、同じく５課１室、１醸造所、１１グループということで、新たな再編で、平成１９年に

再編を行って以来の再編を行って参りたいというふうに考えております。また各行政委員会にお

きましては現行どおりの維持してまいりたいという再編案でございます。 

再編の経過でありますが、平成２５年に町長より組織再編にかかる諮問を受けてございます。

組織内部の事務改善委員会に置きまして、２年間組織再編にかかわる協議を職員で行ってまいり

ました。その後、平成２６年の９月、町長に対しまして答申を行っております。その後今年度２

７年さらにそれを精査すべく、グループリーダー、それから管理職、これらにおきまして、１年

間協議を重ねて参りました。最終的に理事者との協議を経まして、本日お示ししました組織機構

案を作成するに至っております。 

組織再編あたりましての基本的な方向性につきましては、大きく分けますと２点ほどあるのか

なと考えます。まず、最少人員によります組織運営を行っていくためということで、現行８０名

程度の職員が平成１９年から比べますとかなり削減をしております。これは自立計画に伴います
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平成２６年には８０名体制というそれらを目指して行ってきたわけですが、それはほぼ達成され

た状況でして、それらの方向性を大きく逸脱することなく、さらに適正な人員とそういったこと

を見出しながら、やはりグループ制の維持が今後も必要だろうという結論に至っております。そ

れが１点です。それと２つ目、政策部門と管理部門との区別等整理統合ということで、かなり過

去に比べますと管理する施設も増えてきております。さらに町の政策の方向性、それが社会に多

様性に伴いまして政策中心の行政運営というのがさらに求められてきております。その中で、あ

る程度管理する部門、企画していく部門というのも統合していこうと考えております。 

１ページをご覧いただきたいと思います。それぞれの課の役割、変わっておりますので一つ一

つ説明していきたいと思います。 

総務課でございます。現行は、企画部門、総務部門一緒に統合された形になってございますが、

今後につきましては、主に管理を主体とした総務課ということで編成してまいりたいと考えてご

ざいます。総務グループそれから管財グループというのを新たに設けまして、ここで入札業務そ

れから指定管理、温泉施設等３施設がございますが、そういった施設を管理していく。また防災、

それから町の土地ですとか建物を一括して管理していくというのが管財グループでございます。

それから企画政策課。これにつきましては、先ほど御説明させていただきましたように政策を中

心とした業務を行っていくということで、１つはまちづくりグループ企画財政部門、それから住

民活動広報部門を統合しまして、新たにまちづくりグループというのを制作し、主には政策業務

に傾注していきたい。さらに、地域振興グループという形で、観光それから商工、この辺を新た

に産業課から分離しまして、この２部門を地域振興グループとして創設し、観光事業というのは

過去の平成１９年に行った再編から比べましてやはり町の政策の中心として、政策機能と一緒に

業務を行っていかなければならないような現状にございます。そういった政策部門に取り込んで

新たな交流人口の増加ですとか、政策に向けた財政を構築していきたいという事でございます。 

それから町民課につきましては、現行通り税務収納グループ、それから町民生活グループと形

成してまいりたいと考えていますが、ここに現行建設課にございます公営住宅の担当業務を新た

に町民生活グループに編入していきたいと。窓口、一体的な業務として住民の皆さんに過不足な

くサービスが提供できる体制を築いていきたいと考えてございます。 

それから、産業建設課でございます。大きな課でありました、産業課と建設課２つに分かれて

おりましたが、これが近年農業と建設というのが、かなり近しい業務が過去に比べて多くなって

きているということで、この部門を統合させていただき、産業振興グループ、主には農政業務で

ございます。それにこれまで産業課にございました林政担当を新たに農政と林政、畜産、農地開

発という体制で新たに構築しております。それから建設グループにおきましては、管理。それか

ら、上下水道、土木、建築ということで今の体制から比べますと上下水道を新たにライフライン

担当として組み込んでございます。一部町民生活グループへの編入ということもかなり協議され

たんですが、現行同じフロアにいる中では、住民不便もないという現行の職員との協議の結果、

やはりこのライフラインという部分での体制をきちっととっておくということで、建設グループ

の方に今回編成させていただいているものです。 

それから、保健福祉課でございます。現行と大きく変わるところはないですが、子ども子育て

グループに新たに児童福祉担当という、現行は福祉介護グループに編成されている担当なんでは

ありますが、これらの子ども子育ての新たな政策も今後広がっていくという可能性も考慮しまし

て、担当職員をここに配置していくという体制を築かさせていただいております。 
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それから、出納室は現行通り、維持でございます。 

それから焼酎醸造所ということで現行、産業課の焼酎グループということで、産業課の中に編

入させていただいておりましたが、これを今般のいろいろな業務の拡大に伴いまして、過去１９

年に編成する以前の姿、醸造所として所長をおき、しっかりとした販売体制それから製造体制を

構築していくべきだというところに落ち着いてございます。この焼酎醸造所の体制については、

職員でもかなり議論があったところでございます。責任ある立場のものをしっかりと置いていこ

うという最後結論に至っています。各行政委員会につきましては、冒頭説明させていただきまし

たとおり現行とおり、推移させていただくということで、協議をしております。 

最後になりますが、この組織再編あたって内部で協議をいろいろ重ねてきたところでございま

す。記載にはないのですが、今後業務が多岐にわたるにもかかわらず現行の職員体制を維持して

いくということになると、やはりかなり相当の、これから順次でありますがアウトソーシングを

していかないと。本当に住民にスピーディーに対応できる体制住民のみならず、町外からに対す

る体制というのがやはり厳しいだろうと職員の間でも大きく議論になりました。ですから指定管

理業務ですとか、各制度は新たに国でも、今後ＰＦＩ方式ですとか国で新たな管理に関する方針

が出てきておりますので、それらを柔軟に活用しながら、アウトソーシングをして雇用創出でき

るようなそういったこともにらんだ体制を今後徐々にでありますが、構築していかなくてはなら

ないということを、今後にむけた課題として捉えてございます。以上簡単でありますが再編の経

過について説明しました。 

 

○勝又委員長 

 ただいま組織機構再編についての説明がございました。委員の皆様から。今、最後の方にもあ

りましたけど、現行のこの数を維持した形の中でという部分で、今新たな事業の取り組み等もあ

りますから、更に体制的には、きちんとしたものがないと取り進めていくには難しい部分なのか

なと思う。今のそのアウトソーシングですか。そういう形のものを取り入れた形の中で、進めて

いっていただきたいなと思います。何か。河口委員。 

 

○河口委員 

 今のアウトソーシングという中で、雇用という中では非常に良い方向に進んでいくであろうと。

まさにそれはこの町の循環社会をどうつくっていくかってことの中で、１つは役場庁舎内がそう

いう新しい体制であると同時に、ここの町自身のレベルを上げていくという部分は、アウトソー

シングにしていくよと言いながら、そこの町のレベルを上げていくかということも大事な部分に

なるんですね、１つは保守点検。これは町でやってない分がかなりあると思う。その辺の技術の

レベルを上げていくとか。町民の中で、この町で受け皿をつくって、新しくそういう面で人材を

育てていくということでは、これから庁舎内の改革と同じように町全体のレベルを上げていく方

法を入れていただきたいなと。 

 

○総務課長 

 河口議員のやはりおっしゃるとおり、町全体でそういうレベルをあげて行かなければならない

ということでございます。今回はあくまで役場組織内の機構改革ということでございますので、

それについてまた改めて違う方向のところで協議をいただきたいなと思います。担当の方から御
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説明がありましたとおり、職員の定数等々、自立計画に基づきまして８０名程度の人員で、推移

をしてきているというところがございます。ただ今後業務の集約の一元化ですとかアウトソーシ

ングを考ええながら、本当の適正な数値、職員数はどうなのかと。この辺も踏まえながら今後進

めてまいりたいというふうに考えてございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

②子ども子育て基金について。はい、担当。 

 

○企画財政Ｇ総括主査 

 それでは、私の方から子ども子育て基金の創設につきまして、概要を説明いたします。２ペー

ジをお開きください。 

まず１番の目的ですが、未来を担う子供たちの健全育成と子育て世代の負担軽減等のために子

ども子育て基金を設置するものでありまして、次年度からの子育て施策事業を実施するために、

子ども子育て基金を新設いたしまして、これを活用していくというものでございます。 

２番の財源でありますが、まず、既存のふるさと事業基金の内、昭和６３年創設のふるさと創

生基金積立金。こちらの編入。それから再生エネルギーの売電収入益。これらを原資といたしま

す。 

３番の運用でございますが、こちらに記載のとおり、第５次清里町総合計画及び清里町まち・

ひと・しごと創生総合戦略を基本とした総合計画の後期５ヵ年の期間で運用しまして、その中で

子育て支援を実施していくというものであります。基本事業としましては、子育て環境づくり事

業。教育環境づくり事業等への充当を考えているところです。 

また、この子ども子育て基金の創設にあたりましては、条例の整備が必要となってございます

ので、今年度におきまして基金条例の整備を行ってまいりたいというふうに考えてございます。

以上で説明を終わります。 

 

○勝又委員長 

 ただいま、子ども子育て基金についての御説明がございました。各委員のほうから。 

堀川委員。 

 

○堀川委員 

 子育て環境づくり教育環境づくりのために基金を創設するのは良いことだと思いますが、財源

についてご質問します。ふるさと創生積立金。これが、いくらぐらいあるのか。売電収入がいく

らぐらい入る予定であるのか。この財源の関係と具体的にどのような事業が計画されているのか。

子育て環境づくり、教育環境づくりの内容がもし解っていれば、教えてください。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 財政関係でございますが、先ほど担当の方から御説明がありましたとおり、昭和６３年たしか
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竹下内閣のときに各地方に１億円という交付金を活用した中で、地域の活用を図ってくださいっ

ていうことで交付金がございました。それが1億円ございます。プラス町独自で１億円を積みあ

げまして、今現在約２億８００万ほどの積み立てとなってございます。これはふるさと基金の中

の一部という形で、ふるさと創生分という形で、現在積み立てをしてきているところでございま

す。それと再生エネルギー売電収益につきましては、今現在、年間約３５０万ほどになるのかな

というふうに考えてございます。その数字をあわせたものを原資として活用をして子育て事業等

の運用を図っていきたいということでございます。 

あと事業の詳細な展開でございますが、これにつきましては今まで実施しております様々な子

育て事業プラス今回ひと・まち・しごと創生総合戦略等で新たな事業等々が提案されております。

その中において柔軟にいろいろな事業を展開できるような形で運用を図っていきたいというふう

に考えております。今現在予算編成中でございます。詳細については今後いろいろ詰めていきた

いと思ってますんで、ご理解いただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。他委員の方から。加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 この財源で今説明あったとおり進んでいくということで、年間の売電がそのまま加算された中

で事業展開をして、また一般財源の中から同時に入れていくという場面があるのか、その辺の考

え方どのように現時点で、捉えているか。 

 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 運用の方法だというふうに思っております。今回の原資、約２億１千万程度になるのかなと思

いますが、基本的にはこの原資を総合計画の後期５ヵ年間を集中的に運用していきたいというこ

とで考えてございます。且つ子育て事業等々については多岐にわたりますので一般財源当然充当

できない部分もございます。一般財源を充当しながら子育て支援事業を展開していきたいという

ふうに考えてございます。 

 

○勝又委員長 

 加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 細かい話になるのですが、売電の部分で町民会館の部分については、現在そういう環境でない

状態での整理がされていると捉えるのですが、ここで再生エネルギーの売電を考えたとき、そこ

の部分を再度見直しをかけて、それも繰入れをやっていくのか。今までの部分はそのままでは中

途半端な感じもするんですが。どっちにしても一般財源ですから関係ないですが、その辺の捉え
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方はどのように整理をしていくのか。 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 町民会館の太陽光につきましては、これは売電ではなく、施設の電力の確保といった内容でき

ておりますんで、基本的には一昨年整備をいたしました役場前の太陽光、それから保健センター

前の太陽光等々、売電を現在やっているものの売電収入を活用していくということで整理はさせ

ていただきたいと思っております。 

 

○勝又委員長 

 加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 先ほど言いましたけれども、財源的には同じなんですが、再生エネルギーを活用してというこ

とになれば、売電でなくても結果的な再生エネルギーですから、経理上すっきりしたほうが良い

のではと思います。 

もう１点は、売電の設備。今回雪が降って、排雪問題の中で、そのせっかくプールのソーラー

パネルの下に雪が溜まっており、パネル自体の雪が落ちない状況になっている。この辺の管理。

基金に使えますよって言いながら、それをしていないと非常に少なくなっていくわけです。そう

いう部分の日常の管理運営も忘れないでひとつお願いしたい。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 今御指摘がありました施設管理。これにつきましては、今後注意しながら運営していきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。ほか、ありませんか。無いようですので、終わりたいと思います。続きまし

て、③交流活動施設管理等について。総務課。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 それは私の方から交流活動施設管理等についてご説明をさせていただきたいと思います。この

旧レストハウス交流活動施設につきましては何度か常任委員会の方でも説明をさせていただいて

おりまして、重複する部分があろうかと思いますけども、新たな部分から今まで御説明させてい

ただいた部分を現在の状況の中でご説明させていただきたいというふうに思いますんで、ご理解

いただきたいというふうに思います。 

３ページをお開きください。まず、１番目、現在の工事の進捗状況でございます。工事の進捗
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状況につきましては解体が終了いたしました。今下地の施行をしております。また工場にてサッ

シ等の制作をしておりまして、おおよそでありますけども、進捗状況につきましては２０％でご

ざいます。 

２番目の管理体制でございます。この管理体制につきましても先だっての常任委員会等で進め

させていただいておりますけども、営業時間については夏期については９時から１８時、それか

ら冬期については１０時から１７時でただいま進んでおります。この時間については、実は前回

の常任委員会では夏期については１９時まで、冬期については１８時までというような話だとい

うふうに思いますけども、近隣の施設の状況それから利用者の、このあたりぐらいお客さんが少

なくなるだろう、この時間帯に集中するだろうという部分含めまして、ただいまのところは、こ

の時間帯で進めていこうとい検討しておりますし、また休日についても、前回の常任委員会では、

休日を冬期間設けるというような説明もしたかというふうに思いますけども、こういう施設であ

りますので、観光施設それから焼酎を購入されるような施設というような部分が休みはどうかと

いうような部分もありますんで、ただいまところは無休も含めて検討しているということでご報

告をさせていただきたいというふうに思います。 

職員配置でございます。職員配置につきましては常勤職員１名の臨時職員４名の交代制で今シ

フトをつくっている最中でございます。実質でありますけども３人体制という形の中、そしてプ

ラスそこに観光協会が事務所的な部分が入りますので、観光協会が支援を応援していくというよ

うな部分もありますし、地域おこし協力隊の協力応援も時によってはいただくというような形に

なっていこうかなというふうに思っております。管理をする見込みの額でございますけども、光

熱水費それから施設管理委託料それから設備点検委託料等々で概算でございますけども、ただい

ま７８０万円ほど見込んでございます。この７８０万円につきましては、施設内の売店等の売り

上げ、カフェ等の売り上げ等、施設管理委託料から差っ引いた形の中での総体的な町からの手出

し分というようなことになりますのでご理解をいただきたいというふうに思います。この７８０

万円につきましては、申し上げましたとおり、まだ概算の額ということでの抑えということでご

理解をいただきたいと思います。 

大きな３点目、備品購入についてでございます。備品購入の中身についても、ただいま最終の

精査をしているところでありまして、事務用品、ホール用品、会議用品、カフェ用品のそれから

授乳室用品、事務機器、展示パネル、テレビモニター、掃除用具、食器類、幼児の玩具・遊具イ

ベントテント等、最終の今備品の精査をしておりまして、これも概算見込み額ございますけども

１千７８５万円程度をかかるものと見込んでございます。 

続きまして大きな４番目、施設の活用についてでございます。これにつきましては４ページ、

５ページに記載をしておりますのでご覧をいただきたいというふうに思いますけども、この４ペ

ージ５ページに記載している内容につきましては、観光協会の方から提案があった部分でありま

すとか、観光協会等を町との協議によるものであります。この事業をすべてやるということでは

なくて、こういう事業が想定できるというような部分の中で、改めて事業の中身については各観

光協会とも十分協議をしながら、より効果的な事業展開を図っていきたいというふうに思ってお

ります。例をあげますと４ページの１つ目。観光案内情報発信の部分につきましては記載のとお

りのメニュー。それから②に行きましては体験型観光の企画のメニューを新たな展開をしていく。

移住定住事業、空き家バンクについては、さらなる拠点としての推進をしていく。またはインバ

ウンドの今後の外国人観光客の対応もしていくというような部分も柱としております。また２番
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目の市民団体等の展示及び活動の場というところで、来町者だけではなく町民の方々がいかにこ

の施設を利用出来るか、気軽に訪れていただくかというような事業展開もしていかなければなら

ないというふうに思っております。５ページには、焼酎のＰＲの関係でありますとか、特産品の

販売拠点をどうしていくか、例えばカフェ、簡易的なレストランになりますけども、そういった

部分を例えばワンデイシェフ１日限りの例えば農家のお母さん方がつくられた食事を提供するだ

とか、そういったこともできないのかなというような部分の協議もしております。その他の事業

としましては、イベントの開催であったり、冬の活用だったりという部分をこういうことが施設

事業として可能ではないかなというところでただいまのところ、こういう事業展開を図ることが

できるんでなかろうかという形の中で協議をしているところでございます。 

３ページにお戻りいただきたいというふうに思います。５番目の外構についてでありますけど

も、平成２８年度に交流活動施設周辺それから焼酎工場との一体化というような部分の中から平

成２８年度を基本計画の実施計画を行う予定でございます。 

６番目の案内標識についてでありますけども、既存の看板の改修。大きなものであれば旧レス

トハウスの道道側にあります瓶の形をしたモニュメント看板がありますけども、あの看板の修復

でありますとか、計画道路際に建っているレストハウスの案内看板等の改修をしていきたいとい

うふうに考えてございますし、斜里川から旧レストハウスに行く案内看板が無いというような指

摘もございますのでそういった部分の新設についても検討しているところでございます。それか

らオープンの関係でございます。オープンの関係につきましては、７月の上旬というところで御

案内しているところでありますけど、ただ今のところ７月１日または２日の部分で最終調整を図

っているところでございます。 

それから愛称についてでございます。愛称についても、広報それからホームページ等で御案内

募集をかけたところでございますけども、ただいま集約をしておりまして約２００以上、募集が

あったわけですけども、こういった中でただいま内部で協議をしているところでございます。そ

ういった部分で、最終の精査を図っているところでございますので、ご報告させていただきたい

というふうに思います。以上です。 

 

○勝又委員長 

 只今、交流活動施設管理についての説明がございました。委員の皆さんからご質問等ございま

したら伺います。河口委員。 

 

○河口委員 

 内容について今説明をいただいたんですが、個々の施設が当初スタートから観光の発信の拠点

になりますということからスタートしたと認識しております。その中で、情報提供という中で非

常に大事な部分というのが、展示パネルだとか、まだそういう段階ではないでしょうけども観光

協会で確認したところ、非常に私は中身について不十分すぎると理解しております。ものすごく

大事な部分になると思います。この考え方の中でどうやって情報提供にするのかという部分、今

考えられている部分が非常に不十分かなと思います。１つ提案の中で、斜里の道の駅ここに一日

ずっといてみてください。ここの良いところ、悪いところ。情報提供面では、斜里の道の駅の部

分が情報提供の１つの参考になる部分ところと、これではダメだなという部分とあそこには２通

りあると思う。欠点は、情報の発信って言いながら、１０年前の情報をそのまま垂れ流ししてい
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る。でもそのブースの部分と情報が必要とされる人、選択する情報提供の部分もある。こういう

面でこの辺少し検討して、観光の方が来られた時にどういう情報が必要なのかという、そういう

選択肢がある情報提供の部分を必要かなと思っております。決して情報提供が大きいディスプレ

イでなきゃならないということは一切ないと。中身について精査していただきたい。あそこの場

所で、非常に目につくところがあると思います。ぜひ見てきたらということを提案させていただ

きます。 

もう一つは、大きい意味で、ここの施設ということじゃなくて、まさしく観光に踏み込んだん

だよという中で、今、総合計画見直し、まち・ひと・しごと創生の中にも書かれている観光のさ

らに詳細な5カ年計画。今後観光事業はこういう形で進んでいこうという観光事業の計画書とい

うものを早期に検討していただきたいなと。以上です。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 3 点ほどご指摘いただいたのかなと思います。まず１つ目の斜里の道の駅でございますけども、

私もちょっと不勉強な部分がありまして施設に行った事はありますが、じっくり中で過ごしたこ

とはありませんけども、今後そういったところにも行って勉強していきたいというふうに思って

おります。前回の常任委員会時だったでしょうか。河口委員の方からも例えば雨の日だとか冬の

寒い日だとかも、施設に行って清里の観光体験ができるようなそういう提供もしたら良いのでは

ないかという御意見もいただいております。そういった部分で観光協会や地域おこし協力隊の方

々も努力をいたしまして、今年度２７年度にいろんな観光をして、景勝地等々も訪れながら、情

報の集約をしながら、データの保存をしておりまして、そういった部分をモニターで今後オープ

ンしたら、そういったときに見せていくような取り組みもしていきたいというふうにも思ってお

りますし、河口委員御指摘のどういった情報が必要かという部分もしっかり把握した中で、より

細かなより丁寧なニーズにあった観光情報それからいろんな体験情報、清里に来て満足できるよ

うな、情報提供、施設の運営を図っていきたいというふうに考えてございます。 

また最後に観光の計画の関係のお話もありました。この観光計画につきまして町の今後の観光、

移住定住でさまざまな部分で先ほど宮津の方から観光の重要性についても若干説明させていただ

きましたけれども、そういった部分も含めまして今後５カ年の観光の計画について聞きましても、

現課の方で計画を立てていく準備を進めておりますので、それにつきましては、また原課の方か

らも御説明があるかなというふうに思いますけども、河口御指摘のとおり、計画につきましても

進めていく予定でございますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。河口委員。 

 

○河口委員 

 ぜひ見てその辺を進めて欲しい、時間がありません。早期に進んでいかなきゃいけないんだろ

うなと感じております。その中の情報ということの中で、観光協会中で考え方の一部で、私ども
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の町、斜里岳、神の子、男鹿の滝、そういう観光名称と同時にここは昨年、知床登録１０周年と

いうことでメディアにかなり多く出て、清里町はどう紹介されていたのかと言うと、知床のすそ

野の町清里町という形をメディアで紹介されたと思います。その中で清里町ではなくて、観光の

方が、例えばここから知床に行きますよ、向こうから帰ってきました。いろいろおられると思う

んです。その中で清里町も是非、知床の情報もここをしっかりと提供していく。ここの町に出れ

ば、この知床について、ある程度の知識を得られますよということで、清里町だけじゃない、知

床のすそ野清里町と言う中のくくりで、情報提供を是非していただきたいなと思っております。

先ほどの情報については、くれぐれも業者委託はしないでほしい。ぜひ地元で情報提供やそれは

やはり今の春夏秋冬で新しい情報決してすばらしいプロの映像でなくて、十分提供できますので、

その辺は私も４０年同じような仕事に関わっているお手伝いもできると思いますんで、ぜひこの

辺は外部委託しない、自分ところでなんとかしていこうという前向きなことで進んでいただきた

い。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 今、河口議員からいただいたご意見を踏まえながら、観光協会と十分協議しながら事業を進め

ていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 ほか委員さんからありますか。池下委員。 

 

○池下委員 

 ３番の備品購入という見込みで1千７８０万出ているんですけれども、１２月８日の常任委員

会の中でも旧レストハウスの備品を新栄小学校に移してあるという話をしていたんですけれど

も、町として活用できるものは、どんどん利用していくという話で説明があったんですけれども、

今回のこの予算の中、新栄小学校にうつしてあるものは、どの程度利用しているか。 

 

○勝又委員長 

 はい、総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 新栄小学校に眠っている部分につきましては、大きなテーブルでありますとか野外用のテーブ

ルでありますとかディスプレー台、使える照明機器等々使えるものにつきましては、できるだけ

使って行きたいなというふうに思っておりますけども、いわゆる施設内の通常に使いますものに

つきましては、大半が購入するような形にはなっていくと思っております。いわゆる予備的な部

分それからイベント的な部分につきましては、今新栄小学校のほうに保管しておりますけども当

然施設内の部分、使える部分は使って行きたいなというふうに思っておりますけども、補助的な

部分で使っていきたいというふうなものが中心です。 
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○勝又委員長 

 池下委員。 

 

○池下委員 

 こうやって見ますと、結構金額が大きいかと思いますけども、新栄小学校に例えばイベント用

の機材だとかいろんなテントとかそういうものであれば、収納していてそれは良いんですけれど

も、通常で使えるものを極力眠らさないで使えるようにしないと、町民の人たちもレストハウス

の備品のときに、食器を壊していたとか、町民の方も知っていますんで、そういう無駄な使い方

をしないで、やっぱり町民の方が思っている人がいっぱいいるんで、なるべく新栄小学校にいつ

までも眠らせておかないで、再利用できるものは、多少枠外であっても、使っていくというそう

いう姿勢を町がやっぱり見せていかないと、無駄なお金ばかり使ってと言われるんで、そこは十

分注意してやっていただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 池下議員の御質問でございますが、今参与がお話をさせていただいたとおり、新しい施設につ

いては、活用できるものは活用していくという基本的な考え方で私どもも整理をさせていただい

ております。 

今回の見込み額については、今現在の数字でございます。これからは大幅に変更は出てこない

とは思いますが、基本的には使えるのは使っていくという形で今後も進めていきたいというふう

に考えてございます。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。堀川委員。 

 

○堀川委員 

 愛称についてですけれども、２３０通ほどの応募があって精査中だということですけれども、

是非親しみやすく、解りやすい愛称を選んでいただきたいと思うんですけども。愛称以前に正式

名称として、この交流活動施設というのが、もし正式名称であるとしたならば、非常に分かりづ

らくていかにもお役所的な名称で、他から観光で来た人にとっては、何がなんだかわからないよ

うな名称に感じるんです。おそらく愛称もコミットですとか、プラネットですとか呼びやすくっ

て親しみやすい名称には違わないんですけれども、遠くから来る町外の人にとっては、何の施設

なのかわかりづらいというような愛称がつくと思うんです。尚且つ正式名称までがこういう活動

施設というような、かた苦しい、何がここで行われているのかわからない様な名称で、愛称も分

かりづらい、正式名称も分かりづらいということでは、なかなか難しいことが起こるのかなとい

うふうに思うので、この正式に名称についてもできれば分かりやすいような、例えばビジターセ

ンターきよさとでも良いですし、遠くから町外の人が解りやすい正式名称を考えてもらっては如

何かと思っているんですけれど、いかがでしょうか。 



 

- 13 - 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 正式名称の関係だと思いますが、今回の正式名称につきましては整備が終了する前に設置条例

というものを条例化していかなければならないというふうになってございますんで、その時に正

式名称が確定するわけでございますが、今堀川議員の御質問があったとおり、町民なり町外から

来られる方が親しみやすい、分かりやすいような名称を今後考えていきたいと思います。またこ

の交流活動施設というのは、今現在は仮称ということで御理解をいただき、進めていきたいとい

うものです。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。他委員さんございませんか。はい、伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

 今ずっと説明を聞いて、活用案ですよね、今までのお話の中でも結構出てきたんですけれども、

正直かなり盛りだくさんになっている感が否めないです。観光に特化したとかいろいろな話がい

ままであったと思うんですが、この中で例えばなんですけれど、４ページ。②番観光メニュー企

画等々なんですが、例えばこの農業体験ってありますよね。トラクター乗車とか。また、次の渓

流釣りや。でも誰がやるんですか。最初のページにある常勤職員１の臨時職員の中でこういうこ

とを誰かがやってくれるのでしょうか。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 私の説明が悪かったのかなというふうに思いますけども、ここに挙げているものについては、

まずどういう予算額で誰がやるとかっていうことを全体のうえにあげたわけではなくて、こうい

った施設からどういった活動が展開できるだろうかという大きなくくりの中で素案をお互いに出

したということで、理解をいただきたいと思います。 

ですから、ここに書いてある事業をすべてやるということはもちろん伊藤議員御指摘のとおり

不可能かなというふうに思います。そして少しずつ絞っていきながら、今御指摘いただいた、誰

ができるんだろうかとか、どういった予算の範囲内でできるんだろうかというような部分も絡め

ながら、実際にできる事業、しなければならない事業を少しずつ観光協会とも詰めながら、やっ

ていかなければならないのかなというふうに思っておりますから、この事業がすべて私どももを

できると思っておりませんし、これをすべて承認できるのかなということについても不確定の部

分がございます。今後、議員各位の皆様方も今いろんな町民方のそういった御意見もいただいて

いる部分も含めて、今後精査をしながらより有効的な施設の運営に努めていきたいというふうに

思っておりますので、御理解をいただきたいというふうに思います。 
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○勝又委員長 

 伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

 変な言い方になってしまいますが、もう一度確認いたしますけれども、今回出てきているこの

案が今考えている最大まではいかないですが、このようなことをやれるのではないかと。思いつ

くものを全部あげた、この中から全部出来るわけではなくて、絞っていくということになるって

いう認識で良いですね。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 現在のところのいろんな地域おこし協力隊の方々の御意見だとか、事務局意見だとか周辺の方

々の意見、町民の方々の御意見等々もおりました中で出ておる意見でございます。ですから、こ

の中で少しずつ絞ってやっていこうという部分もあるかもしれませんし、新たな事業を展開する

っていうこともあるかもしれません。この活用案を１つのベース、たたき台と捉えて、この中に

載っている以外の事業も必要に応じ展開していくこともあろうかというふうに思っております。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。ほかありませんか。今ちょっと最後に伊藤さんからも出ましたけどね、案は

案として出たたわけですけど、こう盛りだくさんで、いきなり出来ることはないわけで、やはり

そうであっても、どういうことをやっていくんだということを段階踏んで、やる側の方と協議し

た形の中で。ただ７月にはもうオープンですから、その時にあれもできません、これもできませ

んってそんなことではだめだと思うんで、やっぱり必要な部分は、まずはじめからきちっと整備

されてスタートしなかったら、お客様に満足のいくようなものでないとまずいわけですから。そ

ういう部分で今年はできなくても、徐々にこういうものをやっていくんだっていうのは、観光協

会と詰めていただきたいなと思います。それでは交流施設について終わりたいと思います。 

④番、日本で最も美しい村連合の加盟申請について。総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 日本でも最も美しい村連合に加盟申請についてご説明させていただきたいと思います。前回の

常任委員会でこの日本で最も美しい村連合への加盟概要について、７ページ、８ページ、それか

ら９ページの資料を提示させていただきながら説明をさせていただいたところでございます。 

本日につきましては２月上旬に加盟申請の準備をしていきたいというような状況の中から、実

際にどういった形で加盟申請をするかということの説明をさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

先日説明いたしました概要の７ページになりますけども、７ページの一番下、日本で最も美し

い村連合の加盟の条件の一番下の黒ポツのところに地域資源が２つ以上あること、というふうに

書いてございます。この地域資源というのはただ単に景観が美しいというだけの地域資源ではな
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くて、その景観がもたらす生活の営みでありますとか、産業でありますとか、それらが文化とな

って継承されていくというような景観形成がなされていかなければならないというような地域資

源が２つ以上あることという形の中での申請ということになります。そういった中で申請準備を

しているところでございますけども、その地域資源の名称を、まず提案をしなければならないと

いうところで６ページにお戻りいただいて、まず地域資源の名称の１つは書いてありますとおり、

斜里岳のすそ野に広がる農村風景、これが１つ。それから地域資源の②豊かな自然環境がつくり

豊富な水資源、この２つを本町の地域資源の名称と捉えて申請をしていきたいというふうに考え

ております。 

まず①の斜里岳のすそ野に広がる農村風景の説明でありますけども、防風林を軸とした大規模

な耕作風景、それから花と緑の景観資源。これの説明を入れていきたいというふうに思っており

ますし、それらを活かす活動としまして、花等緑の交流のまちづくり委員会、既にもう１４年続

けている委員会でございますけども、委員会の設立。花と緑と潤いのあるまちづくりの形成。さ

らには景観を堪能できるふれあいの散歩道交流事業。そしてそれらの景観を守り続ける清里町景

観計画の策定等々の活動内容について、説明活動の書類を作成していきたいというふうに考えて

ございます。 

それから②につきましては、説明としまして豊富な水資源、そしてそれらを生かす活動として、

水資源を活かしたおもてなしの体験観光というところでは、温泉でありますとか、景勝地の訪れ

でありますとかそういった部分を加えていきたいなというふうに思っておりますし、その清らか

な水を活かした産物、特産品であるじゃがいも焼酎きよさとの活動を入れていきたいというふう

に思っておりますし、文化というところであれば、昔、干ばつに見舞った時に生まれた水のめぐ

みに感謝する郷土芸能の竜神太鼓、そういった文化事業もこの中に入れていきたいというふうに

思っております。 

この書類につきましては、実はそれぞれの地域資源ごとにＡ４、１枚にまとめなければならな

いという部分がございますので、細かく記載はできませんけども、そういった部分をコンパクト

にまとめた中で、２月上旬に添付資料も加えながら申請をしていきたいというふうに考えており

ますし、申請後８月ごろ、９月ごろ、時期はちょっと未定ありますけども、美しい村連合の資格

審査員がきて現地調査が行われるという予定でございます。もし認定ということになれば、認定

後に行われることとしまして、認定式への出席、それから会費の納入、それから町界にロードサ

インというものがありますけども何かと言いますと、清里と斜里の境界に、ここから美しい村連

合に加盟している町ですよとこのロゴマークが描いた看板を設置していくというような部分であ

りますとか、今後ポスターでありますとか、パンフレット等々にロゴマークを活用したり、関連

グッツを購入したり、学習会や担当会議の出席、または、北海道内に８つの加盟団体ございます

けども、そういった組織との会議の出席というようなことが想定されるのかというふうに認識を

しております。 

最後に必要な経費でございますけども、初年度の関係でありますと、今回の審査料であります

とか、認定のレプリカ代でありますとか、先ほど申し上げましたロードサイン等々が想定できる

のかなというふうに思いますし、通常年であれば、会費の納入、それから連携会議の負担金、旅

費、関連グッツ、冊子等の購入があるのかなというふうに思います。なお、会費につきましては

この記載のとおり、２０万円プラス４０円×人口ということになりますので、毎年の会費につい

ては約３７万円前後なのかなというふうに思っておりますし、連携会議の負担金につきましては
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２０万円ということになりますので、おおむね約６０万円につきましては、毎年必要最低限で係

る費用というふうに捉えていただければというふうに思います。これに各会議の旅費であります

とか、関連グッツの購入をすれば、これに上乗せになるということになろうかなというふうに思

っております。初年度につきましてはおおむね２５０万円掛かっていくのかなと。どんなに掛か

っても３５０万円までは掛からないのかなと、私の方では今試算をしているところであります。

また２年目以降につきましても１５０万円程度から２５０万円の範囲内、他の市町村、聞きます

と大体２００万円弱ぐらいかなというふうに聞いておりますので、その程度かかっていくのかな

というふうに思って、幅を持たしてここに記載しておりますけども、そういった経費が掛かって

いくのかなというふうにおもっております。 

いずれにいたしましても、この美しい景観を先祖代々から今後次世代に継承していくというよ

うな部分をしっかりつないでいくという役割もあるわけでありますので、こういった連合に加盟

してさらに住民の皆さん方の意識向上も図りながら、申請手続をしていきたいというふうに思っ

ております、どうぞご理解をいただきたいと思います。以上です。 

 

○勝又委員長 

 ただいま日本で最も美しい村連合への加盟申請について説明がございました。各委員の方。河

口委員。 

 

○河口委員 

 今説明いただいた内容で、この町がこの景観・文化・環境と一つのハードルをどう理解するか

という。景観はそれぞれ皆さん理解されている部分があるだろうと。また花と緑、今まで培った

部分がここに活きていくんだろうと思います。その中で、日本で最も美しい村連合への加盟が仕

上がり部分でという感覚でいらっしゃるんだろうと思いますが、花と緑、美しい村これは手段な

んだろうと。この町がどう全国あるいは北海道の中で、清里町と主張していくのかという中の手

段なんだろうと思います。我々町民皆はこれによって、ここの町の維持と交流人口、この定住移

住。そしてその中で雇用が生まれてくれば良いという期待の中で進んでいくことなんだろうと。

目標はそこにあって、あくまでも花と緑、美しい村、これは手段なんです。 

今説明の中で、費用が人口対いくらということは、町民みんながこれについて理解しなきゃい

けないだろうと。町民が皆同じ気持ちにならなきゃ、ある程度これは理解をしないと、町民１人

あたりでいくらになりますという年会費といいますか、やっぱり当てはまらないことになるんだ

ろうと。本当にこの辺理解しているかということと、あわせて先ほどの観光交流センターもそう

ですけれども、この観光の部分を一緒に丁寧にまだまだ町民に説明しなきゃいけないと、いろん

な角度で町民に発信していかなきゃいけないだろうと。最も美しい村に登録されまして、我々の

町民の勲章だと思われないと、それは何の意味もないのかなと思っていますので、真っ先にこの

辺の花と緑、日本で最も美しい村、これに対する町民の理解とそういう仕掛けをつくっていただ

きたいなと思います。以上です。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 
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○企画財政Ｇ参与 

 河口委員のおっしゃるとおりかなというふうに理解をしているところでございます。 

この美しい村連合の加盟につきましては、美しい村連側からも当然その行政の思い、それから

首長もそうでありますけども、それからこの後議員協議会も開いていただきますけども、議会か

らの賛同。そして町民も賛同しているというような機運がほしいというように、連合事務局から

も多いと言われているところであります。そういった部分を少しでも醸成させるために、今後と

もいろんな部分を通して、町民の方々にも御理解をいただきながら、先ほど河口委員からも勲章

という言葉もありましたけども、そういったものが１つの勲章となって、誇りを持って美しい村

という部分で胸を張って町民の皆さんも進んでいけるよう、そしてそういう意識を持ってまちづ

くりそれから景観づくりをしていただけるように、先ほどの旧レストハウス交流活動施設が１つ

の軸となってさまざまな展開、観光計画の設立、そういった部分を一体化となって、新たなまち

づくり、新たな景観づくり、そしてそれらを勲章として景観をコンセプトに歩んでいきたいとい

うふうに思っておりますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 

○勝又委員長 

 ほか委員さんから。堀川委員。 

 

○堀川委員 

 ただ今の説明の中で、事務局の方からも町民の皆さんの機運が盛り上がった中でということで

したけれども、どうもまだそこまで機運が盛り上がっている感は、実際のところないと思います。

冬になって各地域で行政懇談会等開かれておりますけども、その中で町長からも話もされて、地

域の方々からもいろいろな話をされていると思いますけれども、まだそこまで機運の盛り上がっ

ている感はどうもしていないのが現状ですし、自分のイメージでいくとトップダウンで若干勇み

足なのかなと感じます。 

もし、率直な町民の意見が、懇談会などで聞かされているのであれば、そのような話も伺いた

いのですが。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 時間的に多少短い時間でありましたけども、この花と緑の委員会でありますとか、自治会長会

議でありますとか、いろんな公の会議を通してご説明をさせていただいたところでございます。

その中では、概ねそういった清里のこの美しい景観を外に発信していくことについては、了解す

る・推奨するというような御意見が大半だったかなというふうに思っておりますし、前段町民の

十分な理解をいただきながら進めるのが一番最良なところでございますけどもそういった部分、

今後とも醸成させながら育んでいきながら、この美しい村連合を本当の自分たちのものにできる

ように、申請した後にも町民がそういった気持ちになれるよう、進めていかなければならないと

いうふうに思っておりますので、今後とも住民の皆様には御理解をいただけるように説明をして

いきたいというふうに思っておりますのでご理解をいただきたいと思います。 
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○勝又委員長 

 堀川委員。 

 

○堀川委員 

一歩引いて自分が考えるところなんですけれども、この日本で最も美しい村連合に加入してど

んなメリットがあるのかなと考えたところで、１番は町民の皆さんがまち全体が誇りを持つとい

うのが一番の成果なのかなというふうに思うところなんですけども、隣の標津町で加入されてい

ますけども、自分は隣の標津町が連合に加入していることも実際のところ知らなかったですし、

隣の町をみてもどんなメリットが果たしてあるのかなと外からみてもなかなか伝わってこなかっ

たわけです。そうなるとここに加入するメリットというのは、どんなところなんだろうと感じる

ところなんですけども、対外的に気が付かない終わってしまうようなものなのは残念ですし、で

きれば対外的にもアピール出来て、町民も誇りを持った中で先程言われたような勲章として加入

していくということが大切だと思うんです。先ほど同時進行で皆さんに理解を求めて、それを醸

成していくというお話ですけども、時間が非常に足りない中での作業になると思いますけども、

その辺はしっかりと時間の足りない中でもあると思いますけども、町民の皆さんに理解を求めて

から加入もしていけるような方法をとっていただいたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 まずメリットの関係が出てきてございますけども、標津町の職員ともお話をさせていただきま

した。標津町の職員の皆さんについては、今堀川委員の御指摘もあった外的にちょっとＰＲが足

りないというようなお話もしておりました。ですから今後標津も外的な部分のＰＲをどんどん図

って行くというようなこともありました。その１つとしまして北海道８つの市町村が連携してい

るというような部分もございます。是非清里にも入っていただいて、もう少し北海道の中で町村

が増えて１つとなって、またほかに内外にＰＲできれば、そういう認知度もあがり、交流事業と

してお互いの物産の部分でありますとか、各地域の課題の解決でありますとか、そういうことが

やっていけるねというようなお話をいただいてぜひ標津町さんからも是非加盟をしてくれという

ような働きかけをいただいたところでもあります。そういった部分において外的に、今後どうし

っかりＰＲしてこの美しい村連合に加盟したことによって交流人口がさらに増加するような事業

展開を検討していかなければならないというふうに認識をしております。 

それから町民の理解の関係でありますけども、私的にも、まだまだ町民への浸透は完全ではな

いのかなというふうに思っておりますけども、いろんな場面を通して、最終的に認定になるまで

には半年以上ありますので、そういった中で十分に町民の方々に認識を持ってもらって町民一丸

となって、この連合に申請するという認識というのではなくて、うちの町は本当に美しいまちづ

くりが進んでいるというような認識を持っていただければ、それが一番なのかなというふうに思

っておりますので、どうか御理解をいただきたいというふうに思います。 
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○勝又委員長 

 よろしいですか。河口委員。 

 

○河口委員 

 ちょっと重複しますけど、町民への説明というのが、不可欠な問題だろうと思います。その中

で当然、それに対する効果と将来の期待がそもそもあるんだと思いますけども、その他で、やは

りここは町というくくりと同時に先ほど話しました知床のすそ野の戦略を是非もっていただきた

い。観光地、自然遺産知床のすそ野の美しいまち清里。これは戦略だと思いますので、ぜひその

知床という部分をうまく利用するということも考え方に入れていただければと思います。 

 

○勝又委員長 

 参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 十分に参考にさせていただきます。 

 

○勝又委員長 

 他ありますか。加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 最も美しい村に加入申請、そしてまた今回のテーマである交流施設。これらは、河口委員も言

われているとおり、目的ではなくて手段だということですよ。今参与の言葉の中にこれを通して

また１歩進めたいという表現なんですが、そうじゃなくて、こういう形にしたいからこの組織に

入っていくんですってことでないと意味がないです。交流施設もつくることが決まったんで、ど

うやって運営しましょうかじゃないです。こういうまちづくりや観光や交流をしていくためにこ

れが必要なんですと。もうちょっと原点に帰って、これから先の清里町の観光なり経済なり、そ

の仕掛けの手段であるんだと。ここは忘れないで、きちっと事業計画を組むなり。なってしまっ

てからそれに中身を入れるんじゃなくて、必要だからこそ、こういうものをつくっていくんだっ

てやって頂かないと非常に不安ですよ。 

ここの日本で美しい村集団の７ページの目的にきちっと書いてあります。生活を営み作られて

きた環境や景観を守ってきた活用することで、観光的付加価値を高めると、その間に最終的に地

域資源の保護と地域経済発展に寄与しないと。結果的に生活の中から生まれてきた景観というこ

とは、経済や潤いなんですよ。だとするならば、このことを改めて認識した中で、本当にこれに

入ることによってさらに意識が高まると同時に、経済効果が年間約３００万かかるって言いなが

ら、それ以上の効果、交流施設にしても、そういうものの全体を含めて、本当に地域経済の中で

どういうふうに還元できる仕組みをつくっていくのか。 

河口さんが言われた知床のすそ野に広がる清里町という観点は、知床や網走に泊まってもらう

ことではなくて知床観光を通して清里にそういう仕組みをつくらないと。知床・網走・阿寒に来

て、清里良いところですよねと通過されてしまっては、何の意味もないんですね。そういうとこ

ろをじっくりと考えて、できる限り多くの経済効果をもたらす様なそれが結果的にそこに住んで
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いる人の経済に生活に結びつく。そのために、新しい企業を起こす人が入ってきて事業展開をし

てくれる。その出発点と方向性を、ぜひとも順番を間違わない様に、もう一度、ここでじっくり

考えて事業展開を進めていっていただきたい。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 今加藤副委員長のおっしゃることにつきまして、基本的な考え方としまして、やはり今回の日

本で最も美しい村連合への加盟、そして先ほどの交流活動施設の整備については、町の交流人口

を増加していきますよと、それを目指していきますよという１つの切り口という形で私どもも捉

えております。今回その辺を踏まえながら、町民皆さんの理解を深めながら前に進んでいきたい

なというふうには考えてございますが、今回２月をもって申請ということで、準備として進めて

いきたいということで、担当の方としては考えてございますので、皆さんの御理解をいただきた

いと思います。 

 

○勝又委員長 

 はい。池下委員。 

 

○池下委員 

 この日本で美しい村連合というのは、議会に入ってから、町長に何度か質問したことがありま

す。質問したときは、どちらかというと、あっけらかんとして余り入る気がないのかなと感じて

いたわけです。 

いざ実際申請するというところまで来た段階で、痛切に思ったんですけど、確かに町民の理解

も大事でしょう。やっぱり一番大事なのが、課長が言ったように、交流人口をどう増やしていく

かということの１つの通過点としてこれがあると。この美しい村に加盟して突然降って湧いたよ

うに交流人口が増えるとかいうことではないと思うんですよ。 

ただ先ほど河口さんも加藤さんも言っているように、この知床という、また阿寒という狭間に

ある清里にとって立地条件は良いと思うんですよ。そういった中において交流人口が徐々に増え

ていく中に、斜里岳、神の子池、いろんなところありますよ。但し、お客さんが来た後、清里町

って日本で最も美しい村に名前は出たけどもたいしたこと無いとか、トイレの設備がひどいねと

か、道の駅の対応はひどいねとか全体を通して清里に全部絡んでくるものですよ。景観が美しい

だけじゃだめなんですよ、早い話。人間性の問題とかそういった指定管理の指導とか。その観光

拠点の景観が大事なのは当たり前ですよ。でも何が一番必要かって言ったら、そこに来る人に対

する清里町のおもてなしという気持ちでしょう。どんどん受け入れましょう。だけど来てくれた

人に、絶対満足してもらって帰るんだという気持ちを持たないと入らない方が良いですよ。なま

じっか来て、評判が悪くなったら、どんどん落ち込むだけですよ。具体的にトイレの整備だとか

斜里岳の登山道１つにしたって、それこそ緑清荘の指定管理の対応１つにしたって。だから、８

月に向こうの審査員ですか。現地調査がありますけども、現地調査をするためにするんではなく、

今後何年間も清里に来てくれる交流人口ためにどうやって対応するかってことが大事なんです
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よ。審査員のためにやるわけでは、無いんですよ。そこを十分踏まえた中で、今後いろいろな事

業展開をこの村の加盟に対してだけではなく、清里の町づくりをぜひ頑張ってやっていただきた

いというふうに思います。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 池下議員の御意見のとおりだというふうには、私ども考えてございます。最初の方に観光計画

ということで、参与の方からお話があったかと思いますが、これは前々からの委員会で、町全体

の観光施設をどう整備していくんだろうという御指摘等々受けてございます。今回新たな第５次

総合計画、後期５カ年を推進するにあたって原課のところではそういう観光施設も含めた中の計

画を策定していきたいということで準備をしているところでございます。その中において、今後

交流人口を図るためにどういう形の整備が必要なのか。その辺をある程度明確に悪化していきた

いなとその計画に基づきながら整備等々も進めて行きたいというふうに考えてございますので、

御理解をいただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 池下委員。 

 

○池下委員 

 北海道でこれを使っているのは、８カ所しかないんですよ、昨年２カ所増えて８カ所。これを

使うという意味を十分に考えたうえで事業展開を進めて欲しい。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

 説明漏れがありました。観光計画につきましては行政だけでなく関係する機関ある程度網羅さ

れた中でいろいろ協議をさせていただきたいなと思っていますし、単年度でなかなか策定するの

は難しい面もあろうかと思います。その辺も踏まえながら準備を進めていきたいというふうに考

えてございますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

 先ほどから皆さんの意見が出ているわけですけれども、今回だけでなく、前回も日本で最も美

しい村連合に関する御説明いただいているわけです。私もずっと腑に落ちないではないですが、

今の説明の中で１点聞きたいことがございまして、交流人口増加を目的としてその為の手段です
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よという説明だったわけですども、逆にちょっとお聞きしたいんですが、この美しい村連合が始

まって約１０年。１０年の中で北海道で美瑛町や赤井川村がなっているわけですけども、正直先

ほど堀川委員が指摘していましたが、標津町がやっていたことを知らない、鶴居村がなっていた

ことも知らない、そんなに有名じゃないんじゃないのか。美瑛町や赤井川が初めて１０年間、こ

の１０年間で他のところも含めて、実際交流人口は増えているんですか。データとか把握されて

いるのか。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 

 

○企画財政Ｇ参与 

 美瑛町、赤井川村については大きなレジャー施設がありますんで、一概に加盟によってどう交

流人口が動いたかというところを聞いておりませんけども、私の訪れた標津町それから鶴居村に

ついては、少なからず交流人口については増えたというふうに聞いております。 

美しい村連合の冠をつけたからではなくて、そこに対する町民の意識も少なからず出てきたと

いう部分も聞いておりますし、この美しい村連合の加盟をきっかけとして新たな観光戦略だとか

新たな交流人口をどういうふうに活かしていくかというような気運で、町民の一部にも盛り上が

って、そういった民間の会議を開いて、どういうふうにしていこうかというような部分も開かれ

たように聞いておりますし、先ほど池下委員から御指摘あったようなおもてなしの気持ち。せっ

かく美しい村連合に入って恥ずかしいことはできないという部分の中で、町民の方々から、そう

いった意識をもっておもてなしの気持ちを大切にしていこう、例えば鶴居村もホテルとかはあり

ますけども、そういったところでのおもてなしの気持ちも大切にしていこうというふうに支配人

の方もおっしゃっていますし、そこの前には美しい連合のフラッグもあります。ですから美しい

村連合に加盟というのは、もちろんその外向きのＰＲでありますけども、その看板を見せるとい

うよりも先ほど池下議員が御指摘していただいたとおり、気持ちの部分で町民の方々をそういっ

た関係になる方、関係にじゃない方々についてもそういった気持ちに少しでもなっていただけれ

ば、清里に来ていただいて良い町だなというふうになって来るのではないかというふうに思って

おります。ですから最初にもお話しさせてもらったとおり、この美しい村連合の加盟が、行政に

とっても町民にとっても１つのきっかけとなって新たな観光の進むべきひとつの軸となって、シ

ンボルとなって進んでいけばというふうに思っておりますので、その辺の意味で御理解をいただ

きたいというふうに思います。 

 

○勝又委員長 

 伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

ご説明があったんですが、今回の先ほどから河口委員も堀川委員もおしゃってました、町民が

これによって誇りを持てるということが、やっていくのであれば大事なことですし、今の言い方

ですと、入ってから誇りをもってもらうという感覚なんですかね。そういうふうに町民がなって

くれたらうれしいよという言い方だったのかなと。それもわからないではないですけれども、も
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うちょっと町民に説明をして、町民が町を綺麗にするって良いよね。そしてそういう評価ではな

いですけれども、日本で最も美しい村連合があるのであれば、私たち加盟したいよねという気運

が高まっていくのが一番ベストだと思うんですよ。でも今の説明だとちょっと卵が先か鶏が先か

じゃないけど、ちょっと思っちゃうところがあるんですね。 

もう１点、そういう方々は良いんですけれども、今回の運営この美しい村連合に加盟すること

で、逆に不安を感じる町民もいると思うんですよ。今までやってきたことが、良い・悪い別とし

ても、出来なくなってしまうのではないかだとか、ここで言葉では出せませんけれど、出来るこ

ともできなくなっちゃうんじゃないですかとか危惧する方もおられるんですよね。日本で美しい

村連合で加盟することも大事ですけども、それに対するケアというか正直反対されている方もい

ます。そういう方々に対するもうちょっと丁寧な説明というか、その不安を取り除くようなこと

もやっていかなければならないのではないか。 

 

○勝又委員長 

総務課参与。 

 

○総務課参与 

この美しい村連合の説明をいろんな場面でさせていただいている中で、伊藤委員のおっしゃら

れたようなことも聞かれたこともありました。そのときに、私が説明している部分では当然、近

隣の標津や鶴居村さんと話した時も言われたんですけども、清里は今の活動や今の景観、それか

ら町づくりの部分で十分に、この加盟については問題なく入れるのではないかというふうに聞い

ております。それがリップサービスかどうかはちょっとありますけども、そういった部分でその

説明会については、町民の皆さんについては、いままで以上のことをする必要はありませんとい

うふうに話をしております。ただ気持ちのうえで、例えばそういうおもてなしの大切さをもう一

度認識していただくとか、観光の事業について、この美しい村連合に加盟したからではなくて、

いろんな部分でちょうど良い帰路、良いスタート、良いきっかけの時期でありますんで、そうい

った部分を生かして、鋭意進めていかなければならないというふうに感じているところでありま

すので、不安の方々については今まで以上に緊張感や危機感を持ってやらなければならなくなる

わけではないですよという話をしておりますし、そういった方々もまだたくさんおるのであれば、

今後ともいろんな形を通して説明をしていかなければならないのかなというふうに感じておりま

すのでご理解をいただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 はい、伊藤委員。 

 

○伊藤委員 

その辺のケアはよろしくお願いいたしたいなと思っているんですが、最後の１点なんですけれ

ども、今年でなきゃ駄目なんですか。 

 

○勝又委員長 

 総務課参与。 
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○総務課参与 

先ほど池下委員からもお話ありましたとおり、１度この美しい村連合の加盟については検討し

た時期がありました。そのときについては時期が早いというような部分と内部協議がまだ進まれ

てないというような部分の中からもう少し時間をおこうというふうに伺っております。そういっ

た中で今回内部の中では、充分協議がなされたということで議会の方に提案をさせていただいて

いるところでございます。 

伊藤委員の方から住民には先ほどの住民の方がまだ十分浸透していないという部分の中からの

今年で無いと駄目なのかというようなご意見というふうに思いますけども、先ほどおられたら申

し上げましたとおり、時間のない中ではありますけども正式な加盟をもし受けるということにな

れば、今年の秋以降ということになってきますので、十分に町民の皆さまの方にも御理解をいた

だきながら、今後説明、理解をいただいて、秋に認定していただく中ではある程度の住民の方々

そして関係者の方々の思いで、この事業を進めていきたいというふうに思っておりますので、ど

うかご理解をいただきたいというふうに思います 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。 

いろいろ意見が出ましたので、美しい村連合も交流施設のを整備も１つの交流人口を増加して

いくという、うちの町のこれからのまちづくりの方針なんですよね。それに向けての１つのツー

ルだと思いますから、ツールっていうのは道具ですから、道具は使い方次第で良くもなれば、悪

くもなるという部分で、そのことも含めてやはり町民の理解等浸透していないという部分の中で、

そのことも含めて今日出された意見を含めて検討していただきたいなと。部分的にはちょっとい

ろいろあるみたいですけど、そういうものを精査しながら進めていただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 ほか全体通して総務課、４点ありましたけどありませんか。田中委員。 

 

○田中委員 

先程の説明の中で組織編制について。自立計画に基づいて職員体制が８０名ということで、そ

の目標に向かって達成した。私から見ると職員も大変窮屈な内容に至っているのではないかと見

えるわけです。そういった中で今回再編ということで、効率の良い形で再編されたと思う訳です。

職員が今少ない中で、何年も前から言われてきていることなんですけれども、社会福祉協議会、

老健にも派遣をしているという状況で、これが今後も職員を派遣していかないと社会福祉協議会

が自立をしてやっていけないものなのかどうなのか。職員って言うのは、行っても何年かで変わ

るわけです。社協の職員は長年そこで従事している専門です。だけど上には町職員がいるわけで

す。やはりそこら辺と職員が少ないのに派遣していくのもどうなのか。今も検討されていると思

うんですけれども、もし検討されているのであればお聞きしたい。 

 

○勝又委員長 

総務課長。 
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○総務課長 

議長の派遣職員の取り扱いの関係かと思いますが、これ今まで一般質問でそのような中で御質

問があった件だと思います。基本的に考えておりますのは、将来ずっとそこにその職員を派遣す

るのかということであろうかと思いますが、基本的にはそこの組織が自立できるまで職員を派遣

してきますよということでございますので、未来永劫職員を派遣しますという考え方ではないと

いうふうに私どもは認識しております。また職員の定数についても今８０名程度で推移している

ところでございますが、最終的には国・道からの権限移譲ですとかいろんな意味合いも含めた中

で、今、事務量が相当増えてきているということもございますので、その辺は適正な人員の採用

を含めた中で今後検討していく課題だというふうに理解しておるところでございます。 

 

○勝又委員長 

 議長。 

 

○田中委員 

自立できるまでといったことですが、いつまでもそんなことを言っていても。十分に検討をし

て頂いて対応していただきたいなと思います。 

 

○勝又委員長 

 総務課長。 

 

○総務課長 

大変貴重な御意見を拝聴しながら検討していきたいと思いますんで、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○勝又委員長 

他ありませんか。池下委員。 

 

○池下委員 

 今日の議案にないですけど、委員会ということで、時間はかからないので質問したいんですけ

れど、昨年の１１月２１日の委員会で、旧学校校舎活用に関する募集が１１月２日から１２月１

５日まだあったんですけどです。それもどういうふうになってどういうふうにしていくのか。簡

単に。 

 

○勝又委員長 

 総務課長 

 

○総務課長 

 池下議員の御質問でございますが、御質問のとおり町内の個人事業者等々に利用する募集をか

けてきたところございますが、１２月の議会等々でご説明したかと思いますが、町内からの募集
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は１件もなかったということで、今後、町外に向けて募集をかけていくのかどうなのか。その辺

いろんなメリットデメリットもございますので、今精査中ということでご理解をいただきたいと

思いますし、あと伊藤議員の方から御質問がありました町民の中には、今の施設の活用をしてい

きたいというお声もあったというふうに聞いております。どういうふうにしていくのか私どもと

しては調査を踏まえながらやっていきたいなというふうには考えてございます。 

 

○池下委員 

 何年も経った施設なんで、そんなにもう時間をかけず、粛々とやっていただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 ほか。無い様ですので、以上で総務課終わりたいと思います。ご苦労様でした。 

 

○勝又委員長 

 生涯教育課３点あります。①清里高校学校への出願状況について。生涯教育課長。 

 

○生涯教育課長 

 まず１点目、清里高等学校への出願状況でございます。資料の１ページ、上段に記載してござ

いますが、１月２５日が出願の第１次締切でございました。本日２７日１０時に出願状況の発表

ということで、先ほど机のところに１０時に打ち出しました表のほうを追加資料ということで皆

さんに配りさせていただいております。 

議案の１ページに記載のとおり清里中学校から１３名、小清水中学校から１４名、斜里中学校

から９名、網走第３中学校から１名の合計３７名というふうになってございます。出願変更の受

け付けが、今月の２８日から２月３日までとなっておりまして、２月４日には、受験者数がわか

ると言いますか、２次募集を除いてございますが、ある程度の人数が確定するというふうに思い

ます。現段階の状況ということでお知らせいたします。先ほど言いました、別紙の表でございま

す。東学区を見ますと、網走南ヶ丘が１．１倍、網走桂陽普通科が０．９倍、清里が０．９倍、

斜里総合科０．７倍というような状況でございます。現在の状況ということで簡単ではございま

すが、清里高校への入学者選抜出願状況についてお知らせいたしました。 

 

○勝又委員長 

 ただいま清里高校への出願状況についての説明がございました。委員の方から意見等ございま

したら。堀川委員。 

 

○堀川委員 

 すごくたくさんの子供が清里高校を希望してくれて大変嬉しく思っております。このまま順調

にいって欲しいと思うところですけれど、そのためには、高校に入学してからの対応が非常に大

事になってくると思うんですね。せっかく期待して、希望をもって入学して来ると思います。そ

の親御さんたちも期待をしております。期待外れになっては、元も子もないので、これからの子

どもたちの生活に対してケアですとかをしていただきたいということで、恐らくこれだけの人数

が入ってくると、先生たちの配置ですとか、窮屈になってくるのではないかと思うんです。この
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まま３７人の子供達がいて、それが２年、３年と続くと学校自体が１００人を超える規模にもな

りますし、そうなると部活の方もしっかりと動き出すことも考えられますし、学力向上の面でも

今以上の厚い先生の配置が必要になってくると思うんです。そのへんの要望ですとか、次年度に

向けてきちっとした子どもたちの授業生活、部活等のケアができるような先生の配置、厚い配置

の要望を道教委ですとか、そういう上の方に要望していただいて抜かりの無いようにしていって

いただきたいというふうに思います。いかがでしょうか。 

 

○勝又委員長 

 はい。生涯教育課長。 

 

○生涯教育課長 

 今、堀川委員の質問でございますが、高校に入学してからの対応ということかなというふうに

思いますけども、今回３７名ということで現在の状況になってございますが、これを見ていただ

きますと、清里中学校がちょっとまだ半分いっていないということでございますので、来年以降

も当然言われた通り、特に地元清里中学校からの進学についてさらに入っていただくような体制

を、今年これだけ他から来てもらった体制がとれましたので、それに繋げていかなければならな

いかなというふうにまず思っているところでございます。 

今言われました高校に入学してからの対応でございますけども、高校と連携をしながら特色あ

る、魅力ある学校づくりということで学力面、また部活の方でも連携しながら進めていきたいと

いうふうに思っております。あとは高校の先生の関係でございますけども、道立学校ということ

で、なかなか町の教育委員会から特に先生の関係については言えないわけでございますけども、

高校と連携しながら先生の配置等そのへんのところを連携できる部分については連携を進めてい

きたいというふうに思っております。 

今回３７名ということで一応ひと間口なもんですから、先生の数自体については増えないとい

うことを聞いてございます。そういうこともありますけども、いろんな面の加配等も含めまして

活用できる分については高校と連携しながら体制づくりをしていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 

○勝又委員長 

 委員さんからありませんか。なければ終わります。続きまして②番、光岳小学校及び緑町小学

校の今後のあり方について。生涯教育課長。 

 

○生涯教育課長 

②番の光岳小学校及び緑町小学校の今後のあり方でございます。これにつきましても議案の１

ページをご覧いただきたいというふうに思います。 

まず①緑町小学校の関係でございますけども緑町小学校の保護者、それからこれから緑町小学

校に入学予定の子供をもつ保護者で構成いたします、学校を考える会におきまして、昨年の４月

からございますが、学校の存続についての話し合いが現在までも２０数回行われているというふ

うに聞いてございます。その後、緑地域の山村留学の推進協議会ですとか自治会の役員など地域

との協議を進め、本年の４月に行われます。ＰＴＡ総会緑町小学校については、全戸がＰＴＡに
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加入をしてございます。そのＰＴＡ総会におきまして地域としての結論が出るといいますか、結

論を出すということになってございます。 

②次に光岳小学校の関係でございます。光岳小学校の関係につきましては、昨年の７月、８月

に行われましたまち・ひと・しごとの総合戦略の策定にかかります、まちづくりの懇談会、それ

から１１月に開催されました札弦地区の自治会協議会まちづくり対話懇談会におきまして光岳小

学校の統合に関する意見ですとか、光岳小学校入学予定児童の保護者の方からの清里小学校への

入学を希望する旨の意見等が出されました。このため１２月に光岳小学校の現ＰＴＡ並びに今後

光岳小学校入学予定の児童をもちます保護者を対象に、教育委員会の方から今後の光岳小学校の

児童数の推移、それとか教職員の今後の数などの学校体制を説明した上で保護者の方と意見交換

の方を行ってございます。さらに別途、光岳小学校の通学区域に関するアンケート調査というこ

とで、今後通学させたい学校ですとか今後の光岳小学校のあり方等のアンケート調査実施を行い

まして、地域の保護者の考え方を聴取したところでございます。また平成２８年度の新入学予定

児童の保護者の方から清里小学校への入学を希望する旨の指定学校の変更申請書が提出されまし

たので１月１４日に開催いたしました教育委員会会議におきまして、協議等を行いまして、変更

を許可する決定を行ったところでございます。 

一番下になりますけども、今回のアンケート調査。アンケート調査の中ではいろいろな意見等

がございました。光岳小学校を存続すべき声もありましたけども、どちらかといいますと学校を

選択制にすべきですとか将来的には統合という意見が、特に平成２８年度以降に光岳小学校に入

ってくる保護者の方からはそういうような意見が多くございました。 

このアンケート調査、それから先ほど言いました指定変更を許可することになりましたので教

育委員会としまして、今後の光岳小学校のあり方につきまして保護者ですとか地域の方と協議を

していく必要があるということが示されたと思っております。また緑町小学校につきましても先

ほど説明したとおり、４月にＰＴＡ総会で結論が出るということでございますので、緑町小学校

の関係につきましても今後協議を進めていきたいというふうに思っております。いずれにしまし

ても、両小学校の今後のあり方について保護者ですとか地域の方と十分に検討協議を行っていき

たいというふうに考えているところでございます。以上です。 

 

○勝又委員長 

 ただいま光岳の小学校そして並びに緑町小学校の今後のあり方についての報告がございまし

た。委員の皆様方から。池下委員。 

 

○池下委員 

 １番①の緑町小学校のことで聞きたいんですけど、現在今何人いるのか。そのうち山村が何名

なのかちょっと人数を教えていただきたいんですが。 

 

○生涯教育課長 

 児童数は１２名で、地元が５で山村が７です。先ほど言った学校を考える会については、地元

の保護者の方で作られた会というふうに聞いています。 
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○勝又委員長 

 池下委員。 

 

○池下委員 

 現在１２名で山村の子が７名ということは地元の方が少ないんですけど、４月にこのＰＴＡ総

会の中において、地域で結論を出すというふうになっているんですけども、町としての考え方は

どういうふうに考えているのか。 

あの地域は地域で４月に結論を出すって言っているんですけど、町として例えば何年で廃校に

するとか、そういうふうな考えがあるかどうか。そして山村ということを古くからずっとやって

きたわけです。今後のあり方を緑町の学校が閉校となって清里にとなった時に、山村もすべて止

めてしまうかどうか。その辺はどうなんですか。まだ何も決まっていない状況ですか。 

 

○勝又委員長 

 はい、生涯教育課長。 

 

○生涯教育課長 

 今の池下委員の御質問ございますけども、緑町学校につきましては先ほど言ったとおり、保護

者ＰＴＡの方が地域で４月に結論を出すということでございまして、町としては何年に統合とい

う話はしておりません。地域の考え等を聞いているというような状況でございまして、その地域

の考え方が４月に出ますので、それを踏まえて今後検討してというような形になるというふうに

思っております。 

それから山村留学の関係でございますけども、今後４月のＰＴＡ総会含めて、この中で今後の

山村留学推進留学協議会ですか、関係につきましても現在話し合いが行われておりまして、今後

のあり方について４月に同じく検討、結論を出すというような話を聞いているところでございま

す。 

 

○勝又委員長 

 はい。他委員さん。加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 今の山村の関係は、４月以降結論が出て以降だという話なんですけども、現段階として継続し

ていくよってことであれば良いですけども、もしそうでなかった場合、あるいは何年後にどうの

こうのっていう話が出た時に、町として現在どういうふうに、この山村の扱い方を考えていこう

という形を現段階で捉えているのかどうなのか。単純に緑町小学校の山村ですよという捉え方な

のか。町も協力している部分があるわけですけども、そういう中で、清里町の山村留学というと

らえ方をしているのか。そのへんについてはどういうようなスタンスの位置付けにおられるのか。 

 

○勝又委員長 

生涯教育課長。 
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○生涯教育課長 

この山村留学推進協議会、この山村留学制度につきましては、緑町小学校、学校の方が町も教

育委員会も連携をしてございますけども、学校が今後児童数確保を含めて始めた協議会事業とい

うふうに認識をしているところでございまして、現在も今後のあり方について、山村留学推進協

議会の方でまずは協議等行っていただきまして、その結果等を踏まえて教育委員会と相談しなが

ら、今後のあり方を進めていくということで御理解いただきたいと思います。 

 

○勝又委員長 

 加藤委員。 

 

○加藤副委員長 

 始めたのは、緑町の小学校ＰＴＡ中心になって、あの地域全体で始まった話ですけども現時点

でわかりませんけども、基本的にこの山村留学の考え方、確かに緑小学校だけの問題でスタート

してきたわけですけども、今一生懸命まち・ひと・しごと創生、そして交流人口。こういういろ

んなことの中から清里の良さ、いろんな発信をしようとすれば、これも１つの大きな方向性の中

でどうしていくのかというのは非常に大切な部分だなというふうに思うわけで、その点からも教

育委員会として今後考えていきますっていう話の前に、これは町としてどういうスタンスでいく

べきなのか。どういうあり方なのかということを大前提に、この論議をまずは緑町小学校の結論

が出てからとかそういう論法ではなく、これからの清里の町づくり。そしてそういう環境の中か

ら子育て、いろんな教育指導者、交流人口を伸ばしていきましょう、いろんな形がある中で、や

はりちょっと捉え方をもう一度きちっと整理して土壇場でその一転二転のないように、きちっと

整理をされていっていただきたいとこのように思います。 

 

○勝又委員長 

 生涯教育課長。 

 

○生涯教育課長 

 加藤副委員長から言われたこと踏まえまして、今後の山村協議会のことを山村留学協議会の方

とも当然話し合い等進めながらでございますけども、町としてのスタンスも含めましてどういう

ことができるかあわせまして検討していきたいというふうに思います。 

 

○勝又委員長 

 よろしいですか。 

 

○加藤副委員長 

 仮に緑がそういう形になるとすれば、光岳でするのか、あるいはそうじゃなくて、全体として

そういう形を捉えていくのか。この辺を整理してって欲しい。そういう中では教育委員会が一番

大きな力を発揮する場面だというふうに私思いますんで、ぜひ内部で十分な検討をされていただ

きたいと思います。 
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○勝又委員長 

 委員さんからありますか。なければ③平成２７年度全国体力運動能力運動習慣等調査の結果概

要について。 

 

○勝又委員長 

 生涯教育担当。 

 

○学校教育Ｇ総括主査 

 それでは３点目、平成２７年度全国体力運動能力、運動習慣等調査の結果についてご説明をい

たします。２ページをご覧いただきたいと思います。平成２７年度の全国体力運動能力、運動習

慣等調査につきましては４月から７月まで全国の各小中学校で実施を行ってございます。 

本町におきましても６月から７月にかけて、順次、種目別また数日に分けた実施の内容となっ

てございます。対象となっておりますのは、小学校５年生及び中学校２年生でありまして、本町

では５年生３５名、中学２年生３６名が調査行ってございます。 

調査項目につきましては、①体格としまして身長体重を測定します。②体力の部分としまして、

調査結果下段にあります種目の握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び２０メートルシャト

ルラン、５０メートル走、立ち幅跳び、ソフトボール投げの測定を行い、各種目の測定値の全国

平均を５０としまして数値対比の得点化を行っていくものでございます。運動習慣としましては、

１週間の総運動時間や運動に対する意識、また体育の授業に対する意識家庭での関連など３０問

に及ぶ質問紙におきまして回答を行っているところでございまして、その集計を行っているとこ

ろでございます。 

調査結果のまとめでございますけれども、５年男子におきましては身長体重ともに全国平均を

上回るもののやや高中程度の肥満が多い傾向でございます。体力では、合計点はほぼ全国並みで

ございますが、種目では、ソフトボール投げ、握力が高く、５０メートル走、上体起こし、長座

体前屈は低い原因低い傾向でございます。柔軟性に課題があるところでございます。運動が好き

と答えた割合はほぼ全国並みでございます。一週間の総運動時間は、全国上回るものとなってご

ざいます。５年女子においては身長体重ともに全国平均を下回り肥満傾向は見受けられません。

体力では合計点は全国を下回っており、種目別では５０メートル走、長座体前屈、上体起こしな

どが低い傾向でありまして、同じく柔軟性に課題があるところでございます。運動が好きと答え

た割合は、全国を下回るものの一週間の総運動時間は全国をやや上回る傾向となってございます。

中学男子におきましては身長体重ともに全国平均を上回り肥満傾向は見受けられません。体力で

は、合計点はほぼ全国並み種目別では２０メートルシャトルラン、ソフトボール投げが高く、長

座体前屈、上体起こしなどが低い傾向であります。小学生同様、柔軟性に課題があるとこでござ

います。運動が好きと答えた割合は、全国をやや上回るものの一週間の総運動時間は、全国を下

回る結果となってございます。中学女子におきましては、身長は全国の平均をやや下回り体重は

ほぼ同ということで、軽度の肥満が多い傾向でございます。体力では、合計点は全国を下回り、

すべての種目で全国を下回り、長座体前屈、握力、２０メートルシャトルランが特に低い傾向に

ございます。運動が好きと答えた割合が全国を下回り、一週間の総運動時間も全国を下回る傾向

でありまして、全体として体力の低下、意識の低下が見受けられるところでございます。 

各学校の分析においても同様の結果でございますが、小学男子では特に上位と下位に分かれる
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２極化、小学校女子におきましては５段階評価のＤ評価の過半数の分布などの特徴が特に見受け

られるところでございます。 

今後の対策としましてこの特定の学年ではなく、全学年での実施によりまして、継続的な記録

化で意欲化を図ること、また休み時間や放課後など日常での運動時間の確保、各種大会等への参

加奨励など。また縄跳びや一輪車等、１校１実践での各学校での取り組み。また家庭と連携した

生活習慣の確立による体づくりなど目標を持った取り組みで、児童生徒の体力向上を図ってまい

りたいと考えてございます。以上で全国体力運動能力、運動習慣等の調査結果についての説明を

終わります。 

 

○勝又委員長 

 ただいま全国体力調査の結果の概要についての説明をございました。各委員さんから。なけれ

ば全体をとおして。なければ生涯教育課終わりたいと思います。ご苦労様でした。 

 

○勝又委員長 

 ２．次回の委員会の開催について。局長。 

 

○議会事務局長 

 次回の委員会につきましては、２月１０日（水）でございます。 

 

○勝又委員長 

 ３．その他、委員の方でその他ございませんでしょうか。 

 無ければ、事務局から。 

 

○議会事務局長 

 ございません。 

 

 

  ●閉会の宣告 

 

○勝又委員長 

 それでは、第１１回総務文教常任委員会を終わらせていただきます。どうもご苦労様でした。 

 

（閉会 午前１１時１３分） 

 


